
連 携 と 協 働 へ ！  

吉田小学校 学校運営協議会だより 
令和２年１２月９日   No．３        【地域学校協働本部】  

 

第４回学校運営協議会が開かれました！  

 

 今年も残すところあと１か月となりました。この１年は新型コロナウイルス

に日本中が悩まされ、未だに終息の道も閉ざされている状況です。この影響で

今年度は例年行われている行事等にも影響が出て、思うような活動はできませ

んでしたが、学校運営協議会は昨年以上に内容が充実した会となりました。  

今回の学校運営協議会は、「学校保健安全委員会」を含めた内容で行い、学

校医の橋本医師、中村保健師さんにも出席をいただきました。  

 

１ 日 時  令和２年１１月２６日（木） １８：３０～２０：００  

 

２ 場 所  吉田小学校 視聴覚室  

 

３ 出席者  学校運営協議会委員１３名（欠席者３名）、養護教諭  

       橋本医師（吉田病院）、中村保健師（吉田支所）  

 

４ 内 容  

 ⑴ 開会あいさつ  

   石本校長があいさつで、先日開催された「学習発表会」の報告、１２

月実施予定の「修学旅行」のことを話されました。  

 ⑵ 協議事項  

   井上会長が協議の前に、「コロナ感染症の情報」「横断歩道での小学生

のあいさつ」について、話をされました。  

  ① １０月、１１月の学校運営の報告・冬季休業中の学校経営  

    堀尾教頭が、１０月、１１月の学校行事をもとに報告をしました。 

     ・ 運動会は、規模を縮小して午前中開催とした。また、学習発

表会は、低・中・高学年別で行い、児童は一生懸命がんばった。 

     ・ ２学期の授業は、今のところ通常の授業を続けている。  

     ・ 冬休みも例年通り、２６日から行う。  

     ・ 現在、持久走の練習を行っている。児童たちは「吉田町マラ

ソン大会」「校内持久走大会」「宇和島市交流駅伝大会」の出場

を目指してがんばっている。  

     ・ ３学期も感染症対策をしっかり行い、教育活動がおろそかに  



        ならないように気を付け、通常の授業を行っていく。  

    ② 児童の健康安全について（含 学校保健安全委員会）  

      まず、田坂養護教諭より今年度の児童の健康状態について、報告

がありました。 ＜主な内容の抜粋＞  

       ・ 肥満傾向は１０％、やせ気味傾向は０．６％である。  

       ・ 少し視力低下傾向にあるのが心配である。コロナ禍の生活

習慣が原因か？  

       ・ ６月、１０月の欠席者が比較的多い。しかし、欠席率は昨

年度より減少している。  

       ・ 保健室対応児童も減少している。季節の変わり目にすり傷、

打撲、腹痛、鼻血を出す児童があった。高熱の児童は少ない。 

       ・ スポーツセンター適応児童は３件。現在、インフルエンザ

感染者はいない。  

       ・ 引き続き、「３密回避」「消毒」「手洗い」「うがい」等を徹

底し、児童の健康安全に努めたい。   

      次に中村保健師さんよりお話がありました。  

       ・ 小児生活習慣病の有所見者数は、吉田小学校では、比較的

少ない。これは、家庭においても早寝・早起き・食事等に気

を付けてもらっているからではないだろうか。  

       ・ コロナ禍における児童のメンタル面での不安が気になる。

家庭、学校での声かけが大切である。  

      最後に校医の橋本医師からお話がありました。  

       ・ 新型コロナウイルスに関しては、死亡者数が他の感染症に

比べ、少ない。致死的な病気ではないのではないか。過度に

恐れることなく、冷静に行動（予防）をして欲しい。ワクチ

ンの活用を待ちたい。コロナ禍の生活では、親子で運動をし

たり、勉強をしたりして、肥満にならないように気を付けて

欲しい。  

       ・ 吉田病院では、抗原検査、簡易検査（１５分）はできる。

コロナ感染の場合は、市立宇和島病院で治療を行う。  

    ③ 統合５０周年記念事業経過報告  

      赤松実行委員長から、経過報告がありました。  

       ・ 事業内容は、記念石碑、DVD、愛媛新聞に５０周年記事

を掲載することで、この計画も少しずつ進んでいる。  

    ④ 吉田地区小学校統合準備協議会の経過報告  

      地域コーディネーターより、今年度の準備協議会で決まったこと  

     の経過報告がありました。その後、協議会委員さんより、放課後児  

童クラブの活動室のことについての補足がありました。＜内容略＞  

    ⑤ 漢字能力検定の運営について  

      今年度から吉小でも行われている「漢字能力検定」の主催を本運  



営協議会の活動として行うことが決定されました。第３回開催は２

月頃になるそうで、各家庭に案内状が届きます。子どもだけでなく､

保護者、地域の方々も受検できるそうです。参加の呼びかけがあり

ました。  

 

５ 情報交換  

  最後に、出席委員さん全員で校区の情報交換を行いました。  

 ⑴ コロナ禍での修学旅行の実施については、不安はある。  

 ⑵ イノシシが頻繁に出ており、その対策に苦慮している。情報提供を引

き続き行いたい。  

 ⑶ ALT の人数不足については、日本人英会話指導助手で補っている。  

 ⑷ コロナウイルスの感染拡大に不安はあるが、予防の徹底を今後も引き

続き行っていく。  

 ⑸ 町内のスーパーマーケットの閉店による人の流れが変わってきた。特

に高齢者の通行に気を付けたい。  

 ⑹ 本学校運営協議会が昨年度より充実してきた。学校・地域が協働して

児童のために引き続き、活動して欲しい。  

 ⑺ 吉田小学校の児童は、最近、あいさつや登下校の態度がとてもよくな

ってきた。同時に吉田中学校の生徒のあいさつも素晴らしい。  

 

６ 閉会あいさつ  

  石本校長が修学旅行の実施決定への経過を説明し､閉会のあいさつを行  

いました。  

 

  ※ なお、今年度の吉田小学校の修学旅行は１１月３０日、新型コロナウ  

イルスの感染拡大の影響を考慮し、中止となりました。  

 

     

 

 


